
2008年 10月 29日 

 

お客さま各位 

 

クレディ・アグリコル生命保険株式会社 

代表取締役社長 リチャード・サットン 

 

フランス政府による特別貸出枠の提供策について 

 

拝啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

平素は、弊社ならびに弊社商品をご愛顧賜りまして厚く御礼申し上げます。 

 

さて、本年 10月 21日付で、弊社の親会社であるクレディ・アグリコル・エス・エーは、フランス政府

による国内主要銀行 6行に対する総額 105億ユーロの特別貸出枠の提供策を支持する旨を表明

しました。この対策の目的は、銀行による個人や企業等に対する融資額を増やすことにあります。

クレディ・アグリコルに対する金額は実体経済への関与度合および規模を勘案した結果、6 行中最

大の 30 億ユーロが割当てられました。フランスの大手銀行の 1 つであるクレディ・アグリコルは、こ

の政府による金融・経済支援対策で主導的な役割を果たし、個人、中小企業、および地方自治体

等への融資を増加させることになります。 

 

既にご案内のとおり、クレディ・アグリコルは、欧州ではトップクラスの銀行グループであるとともに、

世界でも最も健全な銀行グループの 1 つです（別添＜ご参考＞「クレディ・アグリコル・グループの

概要」参照）。 

 

弊社は、クレディ・アグリコル・グループ全額出資による生命保険会社です。今回のフランス政府

による親会社への特別貸出枠の提供が、皆さまの保険契約に影響を及ぼすことはございません。

弊社の保険金支払能力につきましては、十分な水準を確保しておりますので、何卒ご安心いただ

きますようお願い申し上げます。 

 

今後とも引き続き弊社をご愛顧賜りますようお願い申し上げます。 

敬具 

  



＜ご参考＞ クレディ・アグリコル・グループの概要 

クレディ・アグリコル・グループについて 

• 1894 年にフランスの農業系金融機関の中央機関としてパリに設立 

• 総資産 1兆 5,508億ユーロ（約 259兆円※1、2007年度世界第 6位※2、欧州第 3位※2）

を有する世界有数の総合金融グループ 

• 主な事業分野は、「フランス国内リテール銀行部門」「専門金融サービス部門」「保険・資産

運用・プライベートバンキング部門」「法人営業・投資銀行部門」「国際リテール銀行部門」

の 5 部門から構成 

※1数値は 2007年 12月 31日現在、公表数値を切り捨てて表示。換算レート：1ユーロ＝168.16円で円換

算（2007年 12月末現在） 

※2出典：The Banker July 2008 “TOP 1000 World Banks” 

 

強固な事業基盤: フランス最大の銀行グループ 

• 銀行業務益(2007年): 約 300億ユーロ、税引後純利益(2007年) : 約 60億ユーロ 

• 税引後純利益（2008年上半期）：市場の混乱にも拘わらず概ね 20億ユーロの黒字を確保 

• フランスでは 2,600 万人のリテール顧客と約 9,100 の支店網を持つフランス最大の銀行 

(フランスのリテール部門におけるシェア 28%を占める) 

• フランス国外では約 500万人のリテール顧客と約 2,400の支店網 

• 世界 70カ国の拠点に約 162,000人の従業員 

 

財務基盤の安定性: フランスで最も資本力の高い銀行グループ 

• 資本力に裏打ちされた強固な財務基盤 

• クレディ･アグリコル･グループは、欧州の銀行グループでは 3番目、世界では 7番目の自

己資本規模。自己資本第一分類（Tier1 資本）： 687億 2,400万ドル、8.9%（クレディ・アグ

リコル S.A.連結ベース） 出典：The Banker July 2008 “TOP 1000 World Banks”（数値は 2007年末)  

• 2008年 6月、フランス最大規模(約 59億ユーロ)となる資本増強を実施 

 

堅実な資本基盤: 業界再編の標的になりにくい体質を持つ銀行グループ 

• 長期的な相互関係にある 580 万人の協同株主等の安定株主の存在により、市場で流通

する株式数が相対的に少ないため、当グループは買収の標的にはなりにくい 

• 分散された事業: 当グループは総合金融機関であり、銀行やファイナンスの分野で幅広

い業務を展開し、幅広い顧客ニーズに対応可能。収益基盤の分散により、市場の混乱に

よるマイナスの影響が低減 

• リテール銀行やそれに付随する業務が収益の柱 (収入の 7 割以上を占める)であることが

企業収益の安定に寄与 


